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最近、増加傾向にあるメタボリック症候群(MetS)は、心血管系疾患のリスクとして知

られているが、大腸癌や大腸腺腫性ポリープ(AP)に関する報告は少ない。肥満は、欧

米からの疫学調査で大腸癌のリスクを増加させることが示されている。現在、本邦に

おいても、欧米と同様に大腸癌罹患者数と死亡者は肥満の増加に伴い年々増加してい

る。食生活の欧米化や運動不足に伴う肥満を背景とした生活習慣病が増加し、今後、

さらに大腸癌の罹患率や死亡率が増加する可能性がある。しかし、その罹患率と死亡

率には男女差があり、肥満形態（脂肪沈着部位）の違いによってリスク因子が異なる

可能性があるが、本邦では肥満と APに関する性差研究はほとんどなされていない。そ

こで、本研究では、日本人での MetSと肥満、さらに肥満関連バイオマーカーと大腸癌

の前癌病変とされる AP との関連性における性差を明らかにすることを目的に多施設

横断研究を行った。2014年 4月から 2016 年 12月までに、初めて大腸内視鏡検査を受

けた 489 名を対象に、MetSさらに単純性肥満の指標となる BMIに加え、内臓脂肪型肥

満の指標としてウエスト径(WC)、ウエスト/ヒップ径(WHR)を計測し、MetSおよび肥満

と AP・advance adenoma の有無、ポリープの個数、大きさ、存在部位との関係につい

て検討した。また、肥満関連バイオマーカーとして、高分子量 Adiponectin、Leptin、

インスリン抵抗性の指標である HOMA-IR を測定し、肥満との関連性を前向きに検討し

た。MetS は日本内科学会の提唱する診断基準を用いた。また、肥満の定義は、BMI≧

25kg/m2、WC≧85cm(男性)、WC≧90cm(女性)、WHR≧0.9(男性)、WHR≧0.85(女性)とし

た。その結果、1) AP の有病率は男性が高値であった(男性 55.0%, 女性 38.3%, 

p=0.0002)。2) MetS は男女とも AP のリスク因子であった(男性 OR 2.03, 95%CI 

1.08-3.82, p=0.03；女性 OR 8.40, 95% CI 2.34-30.2, p=0.001)。3) 多変量解析で

は、男性では年齢と飲酒歴で補正すると WC 高値(OR 2.55, 95% CI 1.32-4.93, p=0.005)

が、女性では年齢で補正すると BMI 高値(OR 2.74, 95% CI 1.05-7.13, p=0.04)と WC

高値(OR 3.21，95% CI 1.23-8.40，p=0.02) が AP のリスク因子であった。4) 女性に

おいてのみ、BMI 低値と 10mm 以上の AP および advanced adenoma の発生、また、WHR

高値と近位大腸での AP 発生が関連していた。5) 肥満関連バイオマーカーとの検討で

は、男性において、Leptin にのみ APとの関連性を認めた(OR 3.67，95%CI 1.30-10.3，



p=0.02)。以上の結果より、APの発生には MetS と関連を認めたが性差はなく、肥満指

標との間に性差を認めた。また、肥満関連バイオマーカーでは、男性において Leptin

と APの発生に関連を認めた 

 


